
富士通グループの環境経営に関する総合的な議論を行う

ため、社長を委員長とした「環境経営委員会」を設けていま

す。同委員会では、環境経営の高度化やガバナンスの強化に

向けて、中長期的な課題の検討や方針の策定、気候変動によ

る事業リスク・機会の共有や対応方法の検討などを実施して

います。それを受けて、富士通グループにおける環境経営の

最終的な意思決定が「経営会議」で行われ、取締役会に報告

されます。

環境経営委員会の配下には、環境課題別に、ビジネスグ

ループや本部の枠を越えた関係者で構成される「課題別委員

会」を組織しています。この推進体制によって、課題への取り

組みをグループ内に素早く浸透できるようにしています。

また、課題別委員会の1つであるグリーンマネジメント委員

会の配下に「環境マネジメントWG（ワーキンググループ）」を

設け、グローバルな情報伝達の一元化、および環境マネジメン

トシステム（EMS）活動の強化を図っています。

富士通グループでは、国際規格ISO14001に基づくEMSを

構築し、グループが一体となった環境経営を推進しています。

グローバルでのEMS構築により、グループガバナンスの一層

の強化を実現し、環境活動状況の把握をはじめ、順法や緊急

事態への対応など、より効率的で実効性の高い環境経営を可

能にしています。

富士通グループは、2017年4月現在で、富士通および国内

グループ会社の合計82社、海外グループ会社8社が、ISO14001
グローバル統合認証を取得しています。非製造系の海外連結

子会社14社では、富士通グループ環境方針から導いた共通

基準に基づくEMSを構築・運用しており、グループ全体で環境

経営の体系を確立しています。

ISO14001に基づく環境マネジメントシステムの継続的改善に努

め、グループが一体となった環境マネジメントを推進しています。

環境経営推進体制

環境マネジメントシステムの構築・運用環境経営推進体制（2017年3月現在）

環境マネジメントシステム運用状況

2014年度 2015年度 2016年度
内部監査 指摘件数 148 130 145
外部審査 指摘件数 5 2 4

改善の余地数 89 82 103
順法状況 法規制違反数 7 8 9
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ISO14001認証維持のため、認証機関による外部審査を実

施しています。2016年度、国内では株式会社日本環境認証機

構（JACO）の、海外はDNV GL ビジネス・アシュアランス・ジャパ

ン株式会社の審査をそれぞれ受けました。

その結果、改善が推奨される事項は、国内58件、海外45件

ありました。なお、海外については4件の指摘があり、これらに

ついては2016年度末までにすべて是正を完了しています。

また、この指摘された内容はグループ内で共有し、再発防止

に努めています。

これらの審査を実施し、両認証機関で判定された結果、

ISO14001の認証が維持されています。

富士通グループでは、「環境ISO14001運用支援システム

（GMS（注））」を活用し、内部監査における指摘事項の改善状

況や順法の状況、コミュニケーション活動の状況、環境影響

評価による直接的・間接的影響と、環境目的・目標の設定状況

などの環境マネジメントシステムの運用状況を一元管理して

います。

GMSによって是正対策と目標管理を確実に実行することがで

き、活動の継続的な改善とリスク低減に効果を上げています。

2016年度、富士通グループでは重大な法規制違反や環境

に重大な影響を与える事故の発生はありませんでしたが、法

規制違反が9件ありました。内容としては、水質関係が3件、産

業廃棄物やフロン関係が2件などでした。

指摘事項の水平展開や、産業廃棄物実務担当者を対象とし

た教育によって、法規制違反は低いレベルで推移しています

が、自己チェックをさらに徹底し、最終的に違反ゼロを目指し

ます。また、産業廃棄物については優良処理業者を選抜する

とともに、事務所系の事務処理での違反をなくすための仕組

みの構築を進めています。

外部審査の実施と結果内部監査の実施と結果 環境ISO14001運用支援システムの活用

環境に関する順法状況

富士通グループでは、ISO14001要求事項である内部監査

を実施しています。内部監査は、その客観性や独立性を確保

するために、経営監査室が中心となり、富士通およびグループ

会社から監査員を集めて内部監査を実施しています。

2016年度は、国内377か所・海外19か所の富士通およびグ

ループ会社の工場、オフィスなどを対象に実施しました。監査

にあたっては、2015年度の内部監査と外部審査の結果の精

査、また環境経営委員会での意見や指示事項を踏まえ、「①コ

ンプライアンス、②運用管理、③独自EMS運用組織」の3点に

重点を置きました。

指摘件数は145件で、国内・海外とも、指摘件数の約20％を

「運用管理」が占め、国内では化学物質の管理方法、海外では

廃棄物の管理方法について、それぞれ多く指摘されました。

なお、海外では、現地の法規制・運用を熟知している外部

機関の専門家の協力を受け、コンプライアンス強化を目的と

した内部監査を実施しています。

環境ISO14001運用支援システム

環境ISO活動組織
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（注） GMS：Green Management Systemの略。

海外での内部監査の様子
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